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今
年
に
入
っ
て
か
ら
特
に
、
氷
川
町
の
里

山
の
果
樹
園
で
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な

ど
か
ら
の
被
害
が
多
く
な
っ
た
た
め
、
町
議

会
で
は
3
月
15
日
に
特
別
委
員
会
を
設
置

（
木
下
厚
委
員
長
・
清
田
副
委
員
長
）、
直
ち

に
調
査
を
開
始
し
て
、
そ
の
被
害
状
況
を
把

握
し
た
。
そ
の
結
果
、
早
急
に
町
予
算
で

「
く
く
り
罠
器
具
」
を
購
入
す
べ
き
と
判
断

し
町
に
対
し
て
要
望
。
町
で
も
そ
の
緊
急
性

か
ら
専
決
処
分
に
て
、
器
具
22
個
総
額

5
2
6,
0
0
0
円
を
措
置
。
導
入
後
の
6

月
定
例
議
会
で
予
算
が
承
認
さ
れ
た
。

　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
梨
な
ど

果
樹
幼
木
へ
の
樹
体
被
害
（
枝
折
、
新
芽
・

樹
皮
の
食
害
）
が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
た
め
、
捕
獲
機
を
用
い
て
緊
急
的
に

捕
獲
し
被
害
の
防
止
を
図
る
必
要
と
な
っ
た

が
、
捕
獲
機
が
足
り
て
お
ら
ず
不
足
数
の

「
く
く
り
罠
器
具
」
22
台
の
購
入
と
な
っ
た
。

　

購
入
後
は
早
速
、
罠
猟
免
許
取
得
者
で
あ

る
氷
川
町
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
に

貸
し
出
し
が
行
わ
れ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
イ
ノ

シ
シ
の
捕
獲
に
入
っ
て
い
る
。

有
害
鳥
獣
駆
除

　
特
別
委
員
会
の
要
望
に
よ
り

�
　
く
く
り
罠
器
具
を
専
決
処
分

くくり罠

貸
し
出
し
の
罠
を
設
置

鳥獣駆除調査特別委員会活動報告
委員長  木下 厚

副委員長 清田 一敏

吉野地区里山の風景

里山の果樹園で、ニホンジカ、イノシシ

などの野生鳥獣の被害が多く見られた。

生産者の要望で、くくり罠器具 22個、町

長の専決で予算 526,000 円を 6 月定例議

会で可決した。

新規に貸し出された罠を設置する人

〇くくり罠の使途（専決処分した分）

二ホンジカ、イノシシによる梨等の果樹の幼木

への樹体被害（枝折、新芽・樹皮の食害）がある

ため、捕獲機を用い、緊急的に捕獲し、被害防止

を図る必要があるが、捕獲機が不足している状況

のため、町で購入した。

購入後は、わな猟免許取得者である氷川町鳥獣

被害対策実施隊員へ貸し出しを行い、二ホンジカ・

イノシシの緊急捕獲を行っている。

設置の方法を話し合いながら取り組まれる生産者（梨）

〇過去３年の鳥獣捕獲頭数

H27 年度 H28 年度 H29 年度 備考

二ホンジカ １９１ ２０３ ２３４

イノシシ ８５ ９４ ７５

カラス ２１６ １６８ １３８

ヒヨドリ １０６ １０８ ９３

※「鳥獣捕獲許可による捕獲位置の報告」より

今後の課題として、新たにアライグマが挙げら

れる。農業振興課と話し合って対策を考えたい。

打
合
せ
な
が
ら
の
設
置

 

（
梨
生
産
者
）

鳥獣駆除調査特別委員会活動報告
委員長  木下 厚

副委員長 清田 一敏

吉野地区里山の風景

里山の果樹園で、ニホンジカ、イノシシ

などの野生鳥獣の被害が多く見られた。

生産者の要望で、くくり罠器具 22個、町

長の専決で予算 526,000 円を 6 月定例議

会で可決した。

新規に貸し出された罠を設置する人

〇くくり罠の使途（専決処分した分）

二ホンジカ、イノシシによる梨等の果樹の幼木

への樹体被害（枝折、新芽・樹皮の食害）がある

ため、捕獲機を用い、緊急的に捕獲し、被害防止

を図る必要があるが、捕獲機が不足している状況

のため、町で購入した。

購入後は、わな猟免許取得者である氷川町鳥獣

被害対策実施隊員へ貸し出しを行い、二ホンジカ・

イノシシの緊急捕獲を行っている。

設置の方法を話し合いながら取り組まれる生産者（梨）

〇過去３年の鳥獣捕獲頭数

H27 年度 H28 年度 H29 年度 備考

二ホンジカ １９１ ２０３ ２３４

イノシシ ８５ ９４ ７５

カラス ２１６ １６８ １３８

ヒヨドリ １０６ １０８ ９３

※「鳥獣捕獲許可による捕獲位置の報告」より

今後の課題として、新たにアライグマが挙げら

れる。農業振興課と話し合って対策を考えたい。

〇過去3年の鳥獣捕獲頭数
H27年度 H28年度 H29年度 H29年度実績

二ホンジカ 191 203 234 竜北地区（82頭）　宮原地区（152頭）

イノシシ 85 94 75 竜北地区（27頭）　宮原地区（48頭）

カラス 216 168 138 －

ヒヨドリ 106 108 93 －

※特別委員会調査「有害鳥獣捕獲許可による調査報告」から

　今後の課題としては、新たにタヌキが平坦地にも出没してきているため、農業振興課とも連携を
とって対策を講じていかねばならない。

６月定例会本会議の概要
　

6
月
定
例
会
は
、
11
日
か
ら
15
日
ま
で
の
会
議
期
間
で
開
催
し
た
。

　

報
告
は
、
有
限
会
社
氷
川
町
ま
ち
づ
く
り
振
興
会
の
経
営
報
告
に
つ
い
て
他
2
件
。

　

専
決
の
承
認
は
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
7
号
）、
氷
川
町
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）。

　

条
例
は
、
職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
。

　

予
算
は
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
と
平
成
30
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）。

　

議
案
は
、
各
常
任
委
員
会
審
議
を
経
て
、
全
員
賛
成
で
全
議
案
を
可
決
し
た
。

　

諮
問
は
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
氷
川
町
宮
原
の
宮
村
惇
氏
の
推
薦
に
同
意
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
2
日
目
に
町
政
全
般
に
つ
い
て
5
人
が
登
壇
し
氷
川
町
発
展
の
た
め

議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

主な補正の事業内容
農業費で産地パワーアップ事業補助金など 13,071万円

生活環境事務組合負担金 4,094万円

木造仮設住宅利活用改修工事費 1,420万円

立神峡公園（フクロウ館など）修繕費 440万円

町道笠松1号線道路維持修繕工事費 400万円

北野津地区集会所改修補助金 200万円

一般会計補正予算

2億796万円を可決（全員賛成）

一般会計

2億796万円を補正し
70億4,584万円に

　「産地パワーアップ事業」は2月の臨時議会でも審議されたが、地域の営農戦略に基
づいて実施する産地の高収益化に向けた取組を総合的に支援する事業で、「いちご」と
「レタス」の生産支援事業である。
　今議会の「いちご」の支援事業については、既に事業を進めている「いちごパッケー
ジセンター」「低コスト耐候性ハウス」等の整備に続くもので、今回の計画は、高品質、
安定供給を図るための単棟ハウスや高設育苗装置、高設栽培装置生産資材の導入と、暖
房機、炭酸ガス発生装置、電照施設、自動開閉装置等のリース機械導入事業で、41の
経営体で取り組む。
　予算事業費は約1億7千5百万円（補助は1/2以内で8千1百万円、残りは取組主体の負担）
　「レタス」には、若洲地区の8戸のレタス農家が取り組む。
　これも29年度につづき生産資材導入により高品質、安定供給の実現と産地としての
ブランド確立と販路の拡大を図るものである。
　計画では保温、防霜のためのシート、単棟ハウス等の生産資材の導入。
　予算事業費は約9千9百万円（補助は1/2以内で4千6百万円、残りは取組主体の負担）
　「攻めの園芸生産対策事業」については、氷川町では梨が栽培され吉野梨として出荷
されているが、近年は台風等の自然災害も多く発生し被害も受けている状況にある。
　そこで通常の果樹棚より強化された果樹強化棚（梨棚）を導入することにより、強風
対策を実施し、従来よりも自然災害に強い産地を形成し、農業経営の安定化を目的とす
るもので、竜北果樹棚管理組合が取り組む。
　予算事業費は約490万円（補助は1/3以内約130万円）

　「専決処分」とは、議会の権限に関する事項について、町長が議会に代わって意思決定を行うことです。専決
処分をすれば、議会が議決したのと全く同じ法律効果を発生することになります。
　「専決処分」ができるのは、地方自治法第179条によるもので、次の四つの場合に許されます。
　１．議会が成立しないとき　２．出席議員数に足らず会議を開くことができないとき　３．町長が、議会の議
決すべき事件について特に緊急を要するため議会を招集する時間的余裕がないことが明らかであると認めるとき　
４．議会が議決するべき事件を議決しないとき　とされています。
　町長が専決処分をした場合は、次の会議において報告をし、承認を求めなければなりません。

専決処分とは

　今議会の主な補正事業であった「産地パワーアップ事業」
と「攻めの園芸生産対策事業についての概要は いちごいちご

いちご自動開閉装置

果樹強化棚（梨棚）

いちご暖房機

いちご電照施設 いちご暖房機
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一般質問

議
員　

町
内
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
等
に
使
用
で
き
る
広
場
は
何
か

所
あ
る
か
。

生
涯
学
習
課
長　

日
本
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
協
会
に
お
け
る
標
準

コ
ー
ス
が
8
ホ
ー
ル
取
れ
る
広
場

と
し
た
場
合
、
竜
北
地
区
で
竜
北

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
松
本
橋
公
園
、
竜

北
公
園
上
の
農
村
広
場
、
若
洲
地

区
の
農
村
交
流
広
場
、
ひ
ろ
ぎ
遊

水
池
横
の
網
道
公
園
の
5
カ
所
、

宮
原
地
区
で
桜
ヶ
丘
グ
ラ
ウ
ン

ド
、
施
設
管
理
者
が
八
代
生
活
環

境
事
務
組
合
に
な
る
が
、
栫
地
区

の
八
代
生
活
環
境
事
務
組
合
第

一
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
第
二
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
3
カ
所
で
、
町
内
8
カ
所
で

あ
る
。

議
員　

宮
原
地
区
に
整
備
計
画

は
あ
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

宮
原
地
区
に

の
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備

計
画
は
、
第
二
次
総
合
振
興
計
画

の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
⑥
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

お
い
て
は
、
既
存
施
設
の
保
全
、

整
備
等
に
よ
る
充
実
に
努
め
、
利

用
拡
大
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

現
時
点
で
は
新
た
な
施
設
整
備
計

画
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
新

た
な
施
設
の
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
に
よ
り
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
は
も
と
よ
り
、
自
ら
が

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
環
境
が
、

よ
り
一
層
推
進
さ
れ
る
も
の
と
も

考
え
ら
れ
る
。
桜
ヶ
丘
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
立
地
場
所
等
を
考
え
る
と
、

高
齢
者
が
自
ら
健
康
を
維
持
す
る

た
め
に
利
用
す
る
に
は
利
便
性
に

乏
し
い
現
状
が
あ
る
。
こ
の
点
を

踏
ま
え
る
と
、
多
目
的
広
場
等
の

整
備
の
精
査
も
必
要
と
考
え
て
い

る
。

議
員　

現
在
、
私
も
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
協
会
宮
原
支
部
会
員
83
名

の
う
ち
の
1
人
で
あ
る
。
宮
原
地

区
で
は
現
在
桜
ヶ
丘
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
1
カ
所
だ
と
思
わ
れ
る
。
桜
ヶ

丘
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
山
の
上
に
あ
り
、

高
齢
者
が
利
用
す
る
に
は
利
用
し

づ
ら
い
環
境
に
あ
る
。
宮
原
支
部

等
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は

年
16
回
も
あ
る
。
高
齢
者
の
健
康

づ
く
り
に
は
大
変
役
立
っ
て
い
る
。

ま
た
、
高
齢
者
の
一
番
の
楽
し
み

だ
と
思
わ
れ
、
し
い
て
は
健
康
を

維
持
す
る
こ
と
に
な
る
。
健
康
に

な
れ
ば
、
国
保
の
利
用
減
に
も
貢

献
す
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

現
在
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
車
の
乗

り
合
わ
せ
は
で
き
な
い
、
練
習
面

で
も
非
常
に
困
難
で
あ
る
。

　

宮
原
地
区
に
お
い
て
、
平
地
に
、

約
1,
0
0
0
坪
位
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
あ
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
が
、
区

長
の
要
望
で
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
要
望
は
過
去
に
あ
っ
た
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

地
区
要
望
で
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
要
望
は
、
下

宮
地
区
で
浜
殿
公
園
付
近
に
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
に
利
用
で
き
る

要
望
は
上
が
っ
て
い
る
。

議
員　

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
を
利
用
す
る

だ
け
で
な
く
、
災
害
時
の
車
中
泊

の
駐
車
場
と
し
て
利
用
で
き
る
。

ま
た
、
近
年
で
は
熊
本
地
震
が
起

き
た
し
、
将
来
未
来
に
お
い
て
日

奈
久
断
層
も
今
か
ら
20
年
以
内
に

30
％
の
確
率
で
地
震
が
起
こ
る
と

予
測
が
出
て
い
る
。

藤
本
町
長　

宮
原
地
区
の
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
以
前
か
ら
町
政

懇
談
会
で
も
ご
要
望
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
場
所
の
選
定
ま
で
あ
る

程
度
行
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
う

い
っ
た
中
で
今
回
の
第
二
次
の
総

合
振
興
計
画
の
中
で
も
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進
と
い
う
項
目
の
中

で
、
多
目
的
広
場
の
整
備
を
項
目

に
上
げ
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
の
み

な
ら
ず
、
避
難
場
所
と
し
て
も
こ

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
は
、
大
い
に

役
立
つ
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

先
般
、
中
塘
公
園
の
整
備
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
そ
れ
も
そ

う
い
う
意
味
も
持
た
せ
て
整
備
を

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
し
っ
か
り
、
検
討
を

進
め
実
現
に
向
け
て
頑
張
っ
て
ま

い
り
た
い
。

上田　俊孝
議員

そ
こ
が
　
き
た
い

聞
一
般
質
問

５
議
員
立
つ

議
員　

公
立
小
中
学
校
の
給
食
費

の
無
料
化
や
一
部
を
補
助
す
る
自

治
体
が
増
え
て
き
て
い
る
。
子
ど

も
が
多
い
多
子
家
庭
な
ど
は
特
に

負
担
が
大
き
い
こ
と
か
ら
第
2
子
、

第
3
子
の
給
食
費
を
無
料
や
一
部

補
助
を
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
西

日
本
新
聞
で
は
「
九
州
7
県
の

2
3
3
全
市
町
村
の
約
3
割
が
全

額
又
は
一
部
補
助
を
行
っ
て
い

る
」
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
人
吉

市
が
一
人
千
円
の
補
助
を
行
っ
て

い
る
が
、
県
内
の
自
治
体
の
状
況

を
把
握
さ
れ
て
い
る
か
。

　

給
食
費
の
無
料
化
が
取
り
組
ま

れ
る
理
由
と
し
て
「
貧
困
問
題
」

が
あ
る
。
厚
生
労
働
省
は
子
ど
も

の
相
対
的
貧
困
率
が
過
去
最
悪
と

な
っ
た
と
公
表
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
、
6
人
に
一
人
の
子
ど
も
が

貧
困
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
子
ど

も
に
食
事
を
提
供
す
る
「
子
ど
も

食
堂
」
が
全
国
で
2
2
0
0
カ
所

を
超
え
て
開
設
さ
れ
、
熊
本
県
内

で
も
31
カ
所
開
設
さ
れ
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
の
理
由
は
、
少
子
化

対
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

大
分
県
豊
後
高
田
市
は
高
校
生
ま

で
の
医
療
費
無
料
化
と
給
食
無
料

化
を
同
時
に
始
め
た
。
氷
川
町
も

人
口
減
、
移
住
・
定
住
対
策
、
子

育
て
の
環
境
整
備
と
位
置
付
け
て

取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

学
校
教
育
課
長　

本
町
の
給
食
費

は
、
年
額
で
小
学
校
4
万
４
０
０

０
円
、
中
学
校
5
万
６
０
０
円
。

平
成
29
年
度
学
校
給
食
費
調
査
が

行
わ
れ
た
が
、
県
内
の
給
食
費
無

料
化
は
水
上
村
、
山
江
村
、
荒
尾

市
の
1
市
2
村
で
荒
尾
市
は
小
学

校
の
み
実
施
で
あ
る
。
一
部
補
助

は
玉
東
町
、
南
関
町
、
和
水
町
な

ど
1
市
6
町
2
村
で
行
わ
れ
て
い

る
。

　

学
校
給
食
法
で
は
給
食
施
設
及

び
設
備
の
経
費
、
給
食
に
従
事
す

る
職
員
の
人
件
費
は
町
が
負
担
す

る
が
、
給
食
の
食
材
費
は
保
護
者

の
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

　

給
食
費
の
助
成
に
つ
い
て
は
、

町
内
小
中
学
校
5
校
の
児
童
生
徒

約
７
８
７
名
分
、
全
額
補
助
で
約

３
６
０
０
万
円
、
半
額
補
助
で
約

１
８
０
０
万
円
の
財
源
が
必
要
に

な
り
、
町
財
政
の
負
担
が
厳
し
い

状
況
。

　

現
在
、
氷
川
町
産
米
の
促
進
か

ら
食
材
費
の
一
部
補
助
を
行
っ
て

い
る
。
給
食
食
材
の
地
産
地
消
の

促
進
面
な
ど
を
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　

子
育
て
環
境
整
備
と
位
置
付
け

て
取
り
組
み
は
、
氷
川
町
の
総
合

戦
略
に
お
い
て
、
若
い
世
代
に
結

婚
、
子
育
て
の
場
と
し
て
選
ば
れ

る
町
の
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
学

校
給
食
費
助
成
事
業
、
子
育
て
世

代
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
小
中
学
校
の
給
食
費
の
一
部

を
補
助
す
る
事
業
を
新
事
業
と
し

て
掲
げ
て
い
る
。
今
後
検
討
し
た

い
。

議
員　

就
学
援
助
制
度
の
実
態
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
周
知
の
方

法
と
現
在
の
援
助
者
数
は
ど
の
く

ら
い
か
。

　

就
学
援
助
の
中
に
は
学
用
品
、

修
学
旅
行
、
部
活
費
な
ど
が
含
ま

れ
て
い
る
が
、
入
学
す
る
子
ど
も

に
は
入
学
準
備
金
が
あ
る
。
こ
の

入
学
準
備
金
の
支
給
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

　

こ
の
入
学
準
備
金
の
前
倒
し
支

給
、
入
学
前
に
支
給
を
求
め
る
声

が
あ
り
、
全
国
的
に
も
前
倒
し
支

給
を
す
る
自
治
体
が
増
え
て
き
て

い
る
。
特
に
入
学
時
期
は
ラ
ン
ド

セ
ル
や
制
服
の
購
入
な
ど
に
出
費

が
か
さ
む
こ
と
か
ら
「
入
学
前
に

支
給
さ
れ
れ
ば
助
か
る
」
と
い
う

声
が
あ
る
。
ぜ
ひ
取
り
く
ん
で
も

ら
い
た
い
。

学
校
教
育
課
長　

本
町
の
平
成
29

年
度
の
就
学
援
助
費
は
、
町
立
の

小
中
学
校
の
小
中
学
生
の
91
名
に

支
給
さ
れ
て
い
る
。
学
用
品
費
、

学
校
給
食
費
等
を
4
月
の
入
学
後

に
申
請
し
、
6
月
の
所
得
確
定
後

に
認
定
審
査
を
行
っ
て
い
る
。

　

前
倒
し
支
給
は
、
平
成
29
年
12

月
の
文
部
科
学
省
の
就
学
援
助
実

施
状
況
等
の
調
査
結
果
で
は
、
小

学
校
で
の
実
施
、
実
施
予
定
の
市

町
村
が
40
．６
％
の
７
１
１
市
町

村
、
中
学
校
で
の
実
施
、
実
施
予

定
の
市
町
村
が
49
．１
％
の
８
５

６
市
町
村
と
い
う
結
果
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。

　

入
学
時
は
ラ
ン
ド
セ
ル
や
標
準

服
な
ど
の
購
入
で
出
費
が
か
さ
む

こ
と
も
承
知
し
て
い
る
。
入
学
準

備
金
の
前
倒
し
支
給
は
、
宇
城
市

も
実
施
さ
れ
て
お
り
、
八
代
市
も

現
在
検
討
中
と
の
事
。
氷
川
町
も

入
学
前
支
給
を
今
後
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

議
員　

で
き
る
だ
け
早
く
お
願
い

し
た
い
。

　

学
校
教
育
法
に
お
い
て
経
済
的

理
由
に
よ
っ
て
就
学
困
難
と
認
め

ら
れ
る
学
齢
児
童
・
生
徒
の
保
護

者
に
対
し
て
市
町
村
は
必
要
な
援

助
を
与
え
な
さ
い
と
な
っ
て
い
る
。

　

文
部
科
学
省
の
就
学
援
助
に
つ

い
て
の
「
通
知
」
が
出
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
中
に
子
ど
も
の
将
来
が

そ
の
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
に
よ
っ

て
左
右
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

貧
困
の
状
況
に
あ
る
子
ど
も
が
す

こ
や
か
に
育
成
さ
れ
る
環
境
を
整

備
し
な
さ
い
と
な
っ
て
い
る
。

　

課
長
は
、
今
後
周
知
を
徹
底
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
学
校
で
の
チ

ラ
シ
配
布
だ
と
思
う
。
文
科
省
は

渡
す
だ
け
で
な
く
周
知
を
徹
底
し

な
さ
い
と
言
っ
て
い
る
が
ど
う
考

え
る
か
。

学
校
教
育
課
長　

周
知
徹
底
に
つ

い
て
は
、
学
校
の
事
務
員
に
チ
ラ

シ
配
布
と
申
請
書
等
を
お
願
い
し

て
い
る
。
漏
れ
等
が
な
い
よ
う
、

今
後
検
討
し
て
、
周
知
徹
底
を
し

て
い
き
た
い
。

一般質問

吉川　義雄
議員

Ｑ：小中学校の給食費無料化に取り組んではどうか。
Ａ：給食費の一部を補助する事業で今後検討したい。

Ｑ：就学援助金の入学前支給はできないか。
Ａ：今後検討したい。

Ｑ：宮原地区に多目的グラウンド
の整備計画はあるか。

Ａ：現時点ではないが精査は必
要と考える。
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一般質問

農
業
の
振
興
に
つ
い
て

議
員　

今
回
の
質
問
事
項
は
1
点
で

す
。
農
業
の
振
興
に
つ
い
て
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
実
は
4
年
ほ
ど
前
に

同
様
の
質
問
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
4
年
間
で
ど
う
い
う
ふ
う
に
推
移

し
て
き
た
の
か
お
尋
ね
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

質
問
の
要
旨
ア
、
農
家
戸
数
、
農

業
生
産
高
、「
所
得
の
推
移
に
つ
い

て
。
イ
、
主
要
作
物
の
生
産
戸
数
、

生
産
高
、
上
位
五
品
目
ほ
ど
抜
粋
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
か
ら
、
エ
、
農

地
中
間
管
理
機
構
な
ど
、
い
ろ
ん
な

支
援
事
業
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
活
用
を
さ
れ
て

い
る
の
か
。

農
業
振
興
課
長　

農
家
戸
数
に
つ
き

ま
し
て
は
、
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
数

値
で
、
平
成
27
年
で
総
農
家
数
は

7
6
5
戸
、
5
年
前
の
平
成
22
年
は

8
4
5
戸
で
し
た
の
で
、
5
年
間
で

80
戸
、
約
10
％
減
少
で
す
。
10
年
前

の
平
成
17
年
で
は
9
4
3
戸
、
20
年

前
の
平
成
7
年
は
1,
0
8
6
戸
、

30
年
前
の
昭
和
60
年
は
1,
4
1
0

戸
で
す
の
で
、
30
年
間
で
6
4
5
戸
、

54
％
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
生
産
高
に
つ
き
ま
し
て
は
推

計
で
あ
り
ま
す
が
、
平
成
28
年
度
に

お
き
ま
し
て
粗
生
産
額
は
、
合
計
約

62
億
円
ほ
ど
で
す
。
こ
こ
10
年
程
、

60
億
円
前
後
を
推
移
し
て
ま
す
。
10

年
前
と
比
べ
ま
す
と
農
家
数
は
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
粗
生
産
額
は
横
ば

い
の
状
況
で
す
。

　

次
に
、
農
業
の
所
得
に
つ
い
て
は

把
握
は
難
し
い
で
す
が
、
氷
川
町
で

は
、
給
与
所
得
に
次
い
で
農
業
所
得

は
11
億
円
で
す
。
平
成
25
年
は
同
じ

く
給
与
所
得
に
次
い
で
農
業
所
得
は

14
億
で
す
。

　

続
き
ま
し
て
、
イ
の
主
要
作
物
の

生
産
戸
数
、
生
産
高
で
す
が
、
平
成

28
年
度
の
資
料
で
、
一
番
高
い
の
は
、

イ
チ
ゴ
で
、
農
家
戸
数
は
1
5
4
戸
、

約
21
億
５,
０
０
０
万
円
の
生
産
額

で
す
。
2
番
目
は
酪
農
で
7
戸
、
約

7
億
円
で
す
。
3
番
目
は
ト
マ
ト
で

23
戸
、
約
6
億
7,
0
0
0
万
円
で

す
。
4
番
目
は
イ
グ
サ
、
畳
表
で
56

戸
、
約
6
億
6,
0
0
0
万
円
で
す
。

5
番
目
は
梨
で
、
90
戸
、
約
6
億

2,
0
0
0
万
円
で
す
。
以
前
は
上

位
の
中
に
水
稲
が
あ
り
ま
し
た
が
、

戸
数
、
栽
培
面
積
と
も
減
少
し
て
お

り
ま
す
。

　

ウ
の
今
後
の
課
題
、
展
望
に
つ
い

て
お
答
え
し
ま
す
。
農
業
が
基
幹
産

業
の
氷
川
町
は
、
農
地
面
積
が
総
土

地
面
積
の
40
％
以
上
を
占
め
て
い
ま

す
。
氷
川
町
だ
け
で
な
く
農
業
全
般

に
、
農
業
従
事
者
の
減
少
と
高
齢
化

の
進
行
が
あ
り
ま
す
。
氷
川
町
は
平

成
22
年
と
平
成
27
年
の
5
年
間
の
比

較
で
も
、
農
業
従
事
者
数
が

1,
7
0
0
人
か
ら
1,
6
2
1
人
と

81
人
減
少
し
て
ま
す
。
60
歳
以
上
の

農
業
就
労
者
の
割
合
は
49
％
か
ら

58
％
へ
と
9
％
増
加
し
て
ま
す
。
そ

の
対
応
策
と
し
て
、
農
業
経
営
体
の

農
地
の
集
積
が
あ
り
ま
す
。
農
業
の

後
継
者
が
い
な
い
、
高
齢
化
し
農
業

が
で
き
な
い
農
家
の
農
地
を
集
積
、

集
約
を
進
め
る
こ
と
で
す
。
コ
ス
ト

を
抑
え
、
生
産
効
率
を
上
げ
、
農
家

の
収
入
増
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

県
の
事
業
で
も
あ
る
農
地
集
積
加

速
化
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
六
つ
の
地
域
が
指
定
さ
れ
、

四
つ
の
地
域
へ
の
組
織
が
組
織
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
四
つ
の
地
域

へ
の
組
織
に
つ
き
ま
し
て
は
、
さ
ら

に
進
ん
で
集
落
営
農
法
人
化
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
年
度
も
2
地
区
で
協
議

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
基
幹
作
物
の
振
興
で
す
。

生
産
性
を
上
げ
、
農
業
経
営
の
安
定

を
目
指
す
も
の
で
す
。
イ
草
に
つ
い

て
は
、
老
朽
化
し
た
イ
グ
サ
専
用
機

械
の
再
生
支
援
と
い
う
こ
と
で
、

ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
や
織
機
等
の
い
業
関

連
機
械
の
修
理
や
、
オ
ー
バ
ー
ホ
ー

ル
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に

も
氷
川
町
農
業
元
気
づ
く
り
支
援
事

業
と
し
て
、
梨
の
強
化
棚
、
施
設
園

芸
で
ト
マ
ト
の
病
害
虫
対
策
、
乳
牛

の
家
畜
伝
染
病
予
防
対
策
、
イ
チ
ゴ

で
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
を
整
備

し
て
い
ま
す
。

　

生
産
組
織
で
は
、
昨
年
も
あ
り
ま

し
た
が
、
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
に

強
い
低
コ
ス
ト
対
候
性
ハ
ウ
ス
の
導

入
、
電
照
施
設
、
二
酸
化
炭
素
発
生

装
置
を
導
入
し
、
収
穫
量
増
加
に
よ

る
安
定
経
営
を
目
指
し
ま
す
。

　

エ
の
農
地
中
間
管
理
機
構
な
ど
の

活
用
で
す
が
、
平
成
26
年
度
以
降
、

農
地
集
積
が
進
ん
で
い
ま
す
。
28
年

度
は
32
．8
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
29
年
度

は
49
．5
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
集
落
営
農

法
人
の
活
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

耕
作
者
集
積
協
力
金
、
地
域
集
積

交
付
金
な
ど
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
員　

前
回
質
問
し
ま
し
た
と
き
か

ら
80
戸
減
少
し
て
、
お
お
よ
そ
10
％

減
少
し
て
い
る
が
、
農
業
生
産
高
は
、

ほ
ぼ
60
億
前
後
で
推
移
を
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
1
戸
当
た
り
、
約

8
0
0
万
円
の
生
産
高
は
確
保
し
て

お
ら
れ
る
と
。
こ
れ
は
作
物
の
種
類

で
単
純
に
言
え
な
い
が
、
ほ
ぼ
、
本

町
農
家
の
方
々
と
い
う
の
は
、
経
営

的
に
は
安
定
し
て
き
て
い
る
と
い
う

ふ
う
に
捉
え
て
い
い
か
。

農
業
振
興
課
長　

大
型
化
し
た
農
家

と
小
型
化
し
た
農
家
と
あ
り
、
一
概

に
安
定
し
て
る
と
は
言
え
な
い
と
思

い
ま
す
。

議
員　

農
業
に
つ
い
て
は
、
氷
川
町

農
業
元
気
づ
く
り
支
援
事
業
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
支
援
で
き
る
体
制
に
な
っ

て
お
り
、
丁
寧
な
周
知
を
し
て
、
利

用
の
増
進
を
図
り
、
効
果
が
確
認
で

き
ま
す
よ
う
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

さ
ら
に
次
代
を
担
う
地
域
産
業
と

し
て
、
発
展
で
き
る
よ
う
、
Ｊ
Ａ
、

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
進

め
て
ほ
し
い
。

藤
本
町
長　

農
業
は
基
幹
産
業
で
、

一
生
懸
命
ご
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

生
産
法
人
の
推
進
を
致
し
て
お
り
ま

す
が
、
集
約
す
る
こ
と
に
よ
り
、
コ

ス
ト
の
削
減
や
効
率
化
に
よ
り
、
規

模
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く
目
的
が
あ

り
ま
す
。

　

良
い
物
を
作
り
、
有
利
に
販
売
し
、

安
定
経
営
を
確
立
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

河口　涼一
議員

Ｑ：4年間での農家戸数、農業生産高はどう変わったか。
Ａ：農家戸数は80戸減少、粗生産額は62億で横ばい。

Ｑ：農地中間管理機構などは活用しているか。
Ａ：平成28年度32.8ha、平成29年度49.5ha 集積された。

一般質問

空
き
家
バ
ン
ク
促
進
補
助
事
業

制
度
の
拡
充
が
で
き
な
い
か
。

議
員　

総
務
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

全
国
平
均
の
空
き
家
率
は
13
．5
％
。

今
後
30
年
間
で
2
．5
倍
に
急
増
し
、

3
軒
に
1
軒
が
空
き
家
と
な
る
と
の

マ
ス
コ
ミ
報
道
も
あ
る
。

　

空
き
家
対
策
は
極
め
て
重
要
な
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

空
き
家
を
放
置
す
る
こ
と
は
防
災

や
衛
生
の
点
で
問
題
で
あ
り
、
地
域

の
生
活
環
境
に
深
刻
な
影
響
を
与
え

る
。

　

町
が
把
握
し
て
い
る
空
き
家
の
数

は
1
8
2
戸
。
そ
の
内
、
特
定
空
き

家
と
み
な
さ
れ
る
空
き
家
は
33
戸
と

の
こ
と
で
あ
る
。
今
後
10
年
、
20
年

後
は
相
当
数
の
空
き
家
が
出
て
く
る

気
配
で
あ
る
。

　

民
間
の
賃
貸
戸
建
て
や
ア
パ
ー
ト

は
塞
が
っ
て
い
る
が
空
き
家
は
あ
ち

こ
ち
に
増
え
て
い
る
。

　

町
が
把
握
し
て
い
る
空
き
家
の

1
8
2
戸
の
所
有
者
に
対
し
て
、
空

き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
促
す
通
知

を
担
当
課
が
行
っ
て
も
、
様
々
な
理

由
に
よ
り
、
登
録
は
あ
ま
り
進
ま
な

い
状
況
に
あ
り
、
登
録
以
外
の
空
き

家
解
消
も
一
向
に
進
ま
な
い
よ
う
な

状
況
で
あ
る
。

　　

町
で
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
促
進
補

助
交
付
規
則
を
作
り
、
空
き
家
バ
ン

ク
に
登
録
し
た
ら
、
改
修
費
や
家
財

撤
去
を
半
額
補
助
す
る
と
い
っ
て
も

な
か
な
か
登
録
し
て
も
ら
え
な
い
。

や
っ
と
登
録
し
て
も
ら
っ
て
、
空
き

家
バ
ン
ク
登
録
の
貸
主
と
借
主
の
契

約
に
至
っ
て
も
、
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用

が
か
さ
む
。

　

交
付
規
則
で
の
補
助
対
象
は
、
主

要
構
造
部
等
の
改
修
工
事
に
限
定
さ

れ
、
そ
の
ほ
か
の
畳
表
張
替
や
襖
・

障
子
の
張
替
は
対
象
と
な
っ
て
い
な

い
。

　

ま
た
、
長
年
空
き
家
に
な
っ
て
い

る
家
屋
は
、
借
主
が
一
般
の
賃
貸
ア

パ
ー
ト
の
感
覚
で
入
居
で
き
る
も
の

で
は
な
い
。
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

業
者
に
依
頼
す
る
と
相
当
な
費
用
と

な
る
。

　

そ
こ
で
、
清
掃
費
用
等
、
こ
れ
ま

で
所
有
者
負
担
も
補
助
対
象
と
し
た

ら
も
っ
と
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
も

増
し
、
空
き
家
解
消
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
。

総
務
振
興
課
長　

必
要
な
改
修
費
用

に
対
し
、
対
象
経
費
の
2
分
の
1
、

上
限
1
0
0
万
円
を
補
助
し
て
い
る
。

空
き
家
を
買
っ
た
新
た
な
所
有
者
が

改
修
し
て
も
同
じ
補
助
が
受
け
ら
れ

る
。
家
財
撤
去
費
用
の
2
分
の
1
、

上
限
10
万
円
の
補
助
や
町
外
か
ら
の

引
っ
越
し
費
用
も
2
分
の
1
、
上
限

10
万
円
の
補
助
制
度
を
設
け
て
活
用

し
て
頂
い
て
い
る
。
県
内
で
も
高
い

補
助
制
度
、
補
助
率
で
あ
る
。
し
か

し
、
他
の
自
治
体
で
は
、
畳
替
え
、

襖
の
張
替
、
敷
地
内
の
雑
草
や
樹
木

撤
去
、
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
も
対

象
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
く
あ
る
。

今
後
、
改
修
費
補
助
対
象
範
囲
を
見

直
し
て
活
用
し
や
す
い
補
助
制
度
を

検
討
し
た
い
。

町
長　

空
き
家
バ
ン
ク
を
設
置
し
て

解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
が
、
粘
り
強
く
頑
張
っ
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
補
助
対
象
の
適
用

範
囲
は
こ
れ
ま
で
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
と
同
じ
取
り
扱
い
で
あ
っ
た
た

め
、
ど
う
し
て
も
制
約
が
あ
っ
た
。

今
後
、
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
植

木
等
々
の
補
助
制
度
を
柔
軟
に
対
応

し
た
い
。

バ
ン
ク
登
録
の
入
居
を
希
望
す

る
子
育
て
世
代
な
ど
に
家
賃
補

助
が
で
き
な
い
か
。

議
員　

昨
年
10
月
、
新
た
な
住
宅

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　

賃
貸
住
宅
に
入
り
や
す
く
す
る
た

め
の
都
道
府
県
等
の
空
き
家
登
録
制

度
だ
が
、
登
録
し
た
家
主
は
家
賃
の

補
助
を
県
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
借
り
る
対
象
者
が
、
子
育
て

世
帯
や
低
額
所
得
者
、
被
災
者
、
高

齢
者
、
障
害
者
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
も
空
き
家
対
策
の
一
つ
だ
が
、

こ
う
し
た
県
の
登
録
制
度
に
準
じ
た

形
で
、
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
の
賃
貸

に
つ
い
て
は
、
子
育
て
世
代
な
ど
を

限
定
に
対
象
と
し
て
、
家
賃
を
補
助

す
る
仕
組
み
を
町
単
独
で
、
考
え
て

は
ど
う
か
。

　

空
き
家
対
策
で
の
こ
う
し
た
家
賃

補
助
は
、
空
き
家
解
消
に
も
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
。

総
務
振
興
課
長　

現
在
、
町
で
は
登

録
空
き
家
バ
ン
ク
の
入
居
者
に
対
し

て
家
賃
補
助
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

家
賃
は
間
取
り
や
築
年
数
で
異
な

る
が
、
月
額
4
万
円
か
ら
5
万
円
程

度
で
あ
る
。
県
内
自
治
体
で
家
賃
補

助
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど

な
い
。
町
内
の
民
間
ア
パ
ー
ト
の
空

き
は
な
い
様
子
だ
が
、
家
賃
補
助
に

つ
い
て
は
、
民
間
ア
パ
ー
ト
経
営
の

懸
念
も
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
低
額
所
得
者
、
高
齢
者
や

子
育
て
世
帯
の
住
宅
確
保
も
大
事
で

あ
る
し
、
町
外
か
ら
の
移
住
定
住
促

進
の
観
点
か
ら
も
検
討
し
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
。

町
長　

空
き
家
対
策
の
面
か
ら
考
え

ら
れ
な
い
こ
と
で
は
な
い
が
大
い
に

議
論
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の

町
に
住
み
た
い
と
い
っ
て
自
分
で
責

任
を
も
っ
て
土
地
を
買
い
、
家
を
建

て
て
、
一
生
懸
命
返
済
を
さ
れ
て
い

る
方
が
多
数
い
る
。
そ
う
い
う
点
か

ら
軽
々
に
は
で
き
な
い
。
し
か
し
検

討
は
進
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

議
員　

空
き
家
は
、
早
く
人
が
住
め

ば
家
の
老
朽
化
も
進
ま
な
い
が
、
何

年
も
た
て
ば
、
白
蟻
や
悪
臭
、
倒
壊

す
る
よ
う
な
「
特
定
空
き
家
と
み
な

さ
れ
る
よ
う
な
家
屋
」
と
な
る
。

　

特
定
空
き
家
と
な
る
建
物
は
も
は

や
修
繕
で
済
ま
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

現
段
階
で
は
33
戸
だ
が
、
な
に
も
手

を
打
た
な
い
と
特
定
空
き
家
も
ど
ん

ど
ん
増
え
て
い
く
。

　

不
動
産
は
個
人
の
貴
重
な
財
産
で

あ
り
、
町
に
と
っ
て
も
大
事
な
財
産

で
あ
る
。
今
の
う
ち
か
ら
空
き
家
対

策
を
講
じ
る
こ
と
で
家
屋
の
維
持
、

ま
た
は
子
育
て
世
代
が
移
住
し
、
町

の
人
口
維
持
に
つ
な
が
る
。

西尾　正剛
議員

Ｑ：家主の初期投資額が相当かさむため、補助対象範囲をひろげられないか。
Ａ：改修費補助対象範囲を見直して活用しやすい補助制度を検討したい。

Ｑ：子育て世帯など登録空き家を利用する際に家賃補助を検討できないか。
Ａ：検討は進めていかねばならない。
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一般質問

議
員　

氷
川
町
が
誕
生
し
町
花
は

サ
ク
ラ
に
決
ま
っ
た
。
そ
の
理
由

は
、
町
内
に
は
サ
ク
ラ
の
名
所
が

数
あ
り
、
町
民
に
愛
さ
れ
、
親
し

ま
れ
て
き
た
か
ら
。
春
は
里
山
か

ら
平
野
部
の
一
帯
が
ピ
ン
ク
に
染

ま
り
、
人
々
の
心
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
る
。
そ
の
美
し
く
華
や
か
な

姿
は
町
の
明
る
く
豊
か
な
未
来
を

象
徴
し
て
い
る
。
そ
の
桜
が
枯
れ
、

老
木
に
な
っ
て
い
る
と
の
声
が
あ

る
。

　
「
八
代
に
桜
を
植
え
る
会
」
は
、

四
十
数
年
前
、
八
代
退
職
校
長
会

で
サ
ク
ラ
1
万
本
を
植
え
、
八
代

に
サ
ク
ラ
の
名
所
を
復
活
し
、
ふ

る
さ
と
の
心
の
糧
に
し
よ
う
と
結

成
さ
れ
昭
和
50
年
、
退
職
校
長
会

の
皆
さ
ま
が
一
つ
の
教
育
活
動
と

し
て
精
魂
傾
け
、
手
弁
当
で
走
り

回
っ
て
来
ら
れ
た
こ
と
で
今
の
八

代
地
域
の
桜
が
彩
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
四
十
数
年
が

経
過
し
、
負
の
陰
り
目
を
見
え
て

い
る
と
心
配
さ
れ
て
い
る
。
桜
は

植
え
た
だ
け
で
は
育
た
な
い
。
桜

は
人
の
汗
と
の
つ
な
が
り
が
必
要

で
あ
る
。

　

氷
川
町
で
も
サ
ク
ラ
に
つ
い
て

考
え
る
と
き
が
来
た
と
思
う
。
桜

を
大
切
に
育
て
、
栽
培
、
管
理
、

病
害
虫
防
除
、
鳥
獣
害
対
策
、
健

康
診
断
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く

た
め
、
各
担
当
課
が
連
携
を
図
り
、

植
樹
管
理
方
法
の
検
討
を
し
た
ら

ど
う
か
。

総
務
課
長　

適
切
な
管
理
を
行
う

こ
と
は
私
た
ち
の
義
務
で
あ
る
。

枯
死
し
た
木
の
植
え
替
え
や
古
枝

処
理
、
病
害
虫
駆
除
な
ど
必
要
な

管
理
を
行
う
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、

町
花
で
あ
る
サ
ク
ラ
を
私
た
ち
が

守
り
育
て
て
い
く
こ
と
が
必
要
な

こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
管
理
方
法
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
、
統
制
は
取
ら
れ
て
い
な
い
。

各
課
間
の
実
施
の
方
法
な
ど
各
課

間
に
お
い
て
連
絡
を
取
り
あ
い
な

が
ら
、
さ
ら
に
は
サ
ク
ラ
を
通
し

て
こ
の
町
づ
く
り
の
施
策
も
実
施

展
開
し
て
い
け
る
よ
う
な
施
策
も

考
え
て
い
き
た
い
。

議
員　

氷
川
町
特
産
加
工
セ
ン

タ
ー
は
、
特
産
品
の
開
発
、
製
造

に
お
い
て
高
い
衛
生
管
理
や
ハ

ザ
ッ
プ
に
基
づ
く
衛
生
管
理
に
対

応
で
き
る
施
設
で
あ
る
と
説
明
受

け
た
。
ハ
ザ
ッ
プ
イ
コ
ー
ル
高
い

衛
生
管
理
の
施
設
で
国
際
的
に
認

め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
施
設
で

加
工
品
の
製
造
が
さ
れ
る
わ
け
だ

が
、
特
産
品
の
販
売
先
は
現
在
何

社
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。
新
し
く

セ
ー
ル
ス
し
て
い
く
商
品
は
あ
る

の
か
。

農
業
振
興
課
長　

本
年
4
月
以
降

の
販
売
先
で
は
、
平
成
30
年
4
月
、

5
月
で
居
酒
屋
チ
ェ
ー
ン
に
バ
ン

ペ
イ
ユ
果
汁
を
販
売
し
て
い
る
。

ま
た
少
額
だ
が
愛
知
県
の
ホ
テ
ル

に
バ
ン
ペ
イ
ユ
果
汁
を
販
売
し
た
。

　

今
後
の
販
売
先
は
、
パ
ン
メ
ー

カ
ー
で
バ
ン
ペ
イ
ユ
の
一
時
加
工

品
の
取
引
き
を
希
望
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
冷
凍
食
品
メ
ー
カ
ー
で
は

ホ
テ
ル
等
の
業
務
に
使
用
す
る
デ

ザ
ー
ト
食
材
に
冷
凍
果
汁
や

ピ
ュ
ー
レ
を
検
討
さ
れ
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。
併
せ
て
新
し
い
商

品
で
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
や
ド
ラ
イ
フ

ル
ー
ツ
等
の
開
発
を
考
え
ら
れ
て

い
る
。

議
員　

本
事
業
は
地
方
創
生
拠
点

整
備
事
業
交
付
金
を
活
用
さ
れ
た

が
、「
先
行
投
資
し
た
施
設
」
と

感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
先
行
的
と
い

う
こ
と
を
払
拭
す
る
た
め
に
も
、

初
期
の
目
的
で
あ
る
特
産
品
加
工

セ
ン
タ
ー
創
生
館
の
ハ
ザ
ッ
プ
に

基
づ
い
た
施
設
で
製
造
さ
れ
た
商

品
が
売
れ
る
こ
と
が
肝
要
。
氷
川

町
の
農
産
物
の
消
費
拡
大
を
図
り
、

多
大
に
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
に
貢
献
し
、

農
業
所
得
の
向
上
、
担
い
手
の
確

保
な
ど
、
新
た
な
雇
用
創
出
が
生

ま
れ
る
よ
う
、
施
設
を
活
用
し
、

地
元
農
産
物
を
多
く
利
用
し
た
加

工
品
を
開
発
し
、
良
い
結
果
が
出

る
よ
う
指
導
、
協
力
を
要
望
す
る
。

町
長　

ま
さ
に
先
行
投
資
で
あ
り
、

地
方
創
生
事
業
を
使
っ
た
交
付
金
。

こ
れ
は
県
内
で
も
一
番
早
く
私
ど

も
が
取
組
ん
だ
も
の
。
あ
の
規
模

だ
か
ら
大
規
模
メ
ー
カ
ー
と
勝
負

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
隙

間
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う
し
、

独
自
の
商
品
も
た
く
さ
ん
あ
る
。

特
に
全
部
手
詰
め
で
粒
が
残
っ
て

い
る
バ
ン
ペ
イ
ユ
の
ジ
ュ
レ
は
、

味
覚
糖
が
驚
い
て
い
た
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
こ
の

ジ
ュ
レ
は
一
番
の
売
り
で
あ
り
、

国
際
線
Ｊ
Ａ
Ｌ
か
ら
も
注
目
し
て

く
れ
て
い
る
。
し
っ
か
り
売
り
込

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

大
切
な
こ
と
は
や
は
り
農
家
の
皆

さ
ん
方
の
所
得
の
向
上
に
つ
な
げ

て
い
く
の
が
最
終
的
な
目
標
で
あ

る
。
ま
た
、
会
社
の
経
営
と
と
も

に
農
家
の
皆
さ
ん
方
の
所
得
向
上

に
つ
な
げ
る
よ
う
な
加
工
に
向
け

て
、
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
頑

張
っ
て
ま
い
る
。

片山　裕治
議員

Ｑ：桜の植樹と適切な管理を望む
Ａ：桜を通して町づくりの施策も実施したい

Ｑ：特産品加工センター創生館の果たす目的はなにか
Ａ：農家の所得向上につなげていくのが目標

一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問

桜ヶ丘

　

当
委
員
会
で
の
付
託
案
件
は

承
認
2
件
、
条
例
1
件
、
予
算

1
件
。

　

当
委
員
会
は
、
6
月
13
日
大

会
議
室
で
関
係
課
長
よ
り
説
明

を
求
め
な
が
ら
審
査
を
行
っ
た
。

付
託
案
件
は
採
決
の
結
果
、
全

員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。
主
な

質
疑
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

専
決
処
分
の
及
び
承
認
に
つ
い

て
（
氷
川
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
）

吉
川
議
員　

第
24
条
及
び
第
34

条
2
の
説
明
を
求
め
る
。

税
務
課
長　

第
24
条
は
個
人
住

民
税
の
非
課
税
の
範
囲
を
障
が

い
者
、
未
成
年
者
等
に
対
し
て

所
得
金
額
が
1
2
5
万
円
か
ら

1
3
5
万
円
に
引
き
上
げ
る
も

の
、
第
34
条
2
は
基
礎
控
除
の

額
に
つ
い
て
上
限
を
定
め
る
も

の
で
あ
る
。

吉
川
議
員　

た
ば
こ
税
の
税
率

の
詳
細
に
つ
い
て
は
。

税
務
課
長　

国
と
地
方
の
配
分

は
変
わ
ら
ず
1
0
0
0
本
当
た

り
の
税
率
を
3
回
で
引
き
上
げ

加
熱
式
た
ば
こ
を
5
年
か
け
て

見
直
す
も
の
で
あ
る
。

議
案
第
36
号
　
氷
川
町
職
員
の

自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る
条

例
に
つ
い
て

木
下
議
員　

休
業
が
承
認
さ
れ

る
た
め
の
条
件
は
、
ま
た
休
業

中
の
身
分
は
保
障
さ
れ
る
の
か

総
務
課
長　

公
務
に
支
障
が
な

く
、
か
つ
、
公
務
に
関
す
る
能

力
の
向
上
に
資
す
る
と
認
め
ら

れ
る
場
合
に
休
業
が
承
認
さ
れ

る
。
身
分
は
職
員
と
し
て
保
証

さ
れ
る
が
休
業
中
の
給
与
は
支

給
さ
れ
ず
職
場
復
帰
後
に
給
料

号
給
を
調
整
す
る
。

議
案
第
37
号
　
平
成
30
年
度
氷

川
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

2
号
）
に
つ
い
て

吉
川
議
員　

総
務
費
、
一
般
管

理
費
、
役
努
費
と
備
品
購
入
費

の
補
正
額
の
理
由
は
。

総
務
課
長　

全
国
町
村
会
災
害

対
策
費
用
保
険
料
を
組
ん
で
い

た
が
一
部
漏
れ
て
い
た
分
の
差

額
分
、
ま
た
備
品
購
入
費
は
危

機
管
理
室
の
折
り
た
た
み
椅
子

や
収
納
台
で
当
初
予
算
の
時
期

に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
た
め
で

あ
る
。

清
田
議
員　

全
国
町
村
会
災
害

対
策
保
険
の
補
償
内
容
は
。

総
務
課
長　

自
主
避
難
所
が
開

設
さ
れ
た
時
か
ら
避
難
者
用
の

飲
料
水
及
び
食
料
、
ま
た
職
員

が
避
難
所
対
応
す
る
た
め
の
時

間
外
手
当
も
充
て
ら
れ
る
こ
と

な
ど
補
償
の
内
容
も
わ
か
っ
て

き
た
た
め
県
内
で
も
加
入
す
る

市
町
村
が
増
え
て
き
て
い
る

河
口
議
員　

振
興
局
費
の
修
繕

料
は
ど
こ
の
修
繕
か
。

総
務
振
興
課
長　

宮
原
振
興
局

前
公
園
の
東
屋
の
ス
ロ
ー
プ
部

分
が
経
年
劣
化
に
よ
り
傷
ん
だ

た
め
取
り
替
え
る
補
修
が
必
要

に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

清
田
議
員　

振
興
局
費
の
地
域

リ
ー
ダ
ー
育
成
塾
の
内
容
は
。

総
務
振
興
課
長　

移
住
定
住
事

業
の
一
つ
で
氷
川
町
へ
の
Ｕ

タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
を
希
望
す

る
若
者
の
雇
用
の
人
材
確
保
に

向
け
て
町
内
の
若
者
な
ど
を
対

象
に
町
の
魅
力
を
高
め
発
信
す

る
リ
ー
ダ
ー
発
掘
、
育
成
す
る

こ
と
を
目
的
に
町
内
20
名
程
の

若
者
を
塾
生
と
し
て
テ
ー
マ
は

未
定
で
あ
る
が
講
師
等
を
招
き

公
開
講
座
を
年
4
回
程
予
定
し

て
い
る
。

河
口
議
員　

委
託
料
の
就
農

マ
ッ
チ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
作
成
委
託
料
の
内
容

は
何
か
。

総
務
振
興
課
長　

移
住
定
住
事

業
の
一
つ
で
就
農
受
け
入
れ
に

あ
た
り
雇
用
の
創
出
と
就
農
を

促
進
す
る
た
め
の
受
け
入
れ
態

勢
の
一
つ
で
内
容
は
、
受
け
入

れ
農
家
、
農
業
法
人
と
就
農
希

望
者
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
た

め
の
手
法
と
し
て
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
作
成
と
な
る
。

長
尾
議
員　

ふ
る
さ
と
納
税
に

つ
い
て
委
託
を
始
め
た
が
ど
う

い
う
状
況
か
。

企
画
財
政
課
長　

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
受
付
を
4
月
26
日
か
ら

開
始
し
5
月
末
現
在
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
分
11
件
、
町

受
付
分
6
件
で
寄
附
額
合
計
39

万
5
千
円
で
あ
る
。
返
礼
品
の

提
供
事
業
者
を
増
や
す
た
め
、

商
工
会
、
氷
川
物
産
振
興
協
議

会
に
も
声
か
け
を
行
い
寄
附
額

の
増
加
に
繋
げ
た
い
。

長
尾
議
員　

ふ
る
さ
と
氷
川
応

援
寄
附
記
念
品
は
何
か
。

企
画
財
政
課
長　

ふ
る
さ
と
納

税
と
し
て
町
へ
直
接
寄
附
し
て

い
た
だ
い
た
方
々
へ
の
お
礼
品

の
費
用
で
寄
附
額
の
3
割
程
度

と
し
て
い
る
。

吉
川
議
員　

防
災
行
政
無
線
移

動
系
再
免
許
申
請
業
務
委
託
料

は
免
許
更
新
が
来
る
か
ら
か
。

総
務
課
長　

消
防
分
団
長
以
上

が
持
っ
て
い
る
無
線
機
の
免
許

が
10
月
迄
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

11
月
以
降
の
分
を
許
可
申
請
す

る
た
め
業
者
に
委
託
す
る
も
の

で
移
動
型
無
線
機
50
台
を
予
定

し
て
い
る
。

清
田
議
員　

災
害
対
策
費
の
財

源
組
み
替
え
の
理
由
は
。

総
務
課
長　

防
災
行
政
無
線
デ

ジ
タ
ル
化
事
業
の
分
で
、
緊
急

防
災
減
災
事
業
債
が
借
り
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
で
、
充
当
率

1
0
0
％
、
交
付
税
措
置
が

70
％
で
有
利
に
な
る
た
め
組
替

え
を
行
っ
た
。

河
口
議
員　

起
業
体
験
推
進
事

業
と
は
ど
う
い
っ
た
も
の
か
。

ま
た
対
象
者
は
。

学
校
教
育
課
長　

キ
ャ
リ
ア
教

育
の
一
環
で
企
業
家
精
神
や
企

業
家
的
資
質
、
能
力
を
有
す
る

人
材
育
成
を
す
る
た
め
の
も
の

で
文
科
省
の
補
助
事
業
と
な
る
。

今
回
は
竜
北
東
小
学
校
が
対
象

と
な
る
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
審
査
報
告

清
田　

一
敏 

委
員
長

委員会報告
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産
業
建
設
厚
生
常
任
委
員
会
審
査
報
告

片
山　

裕
治 

委
員
長

委員会報告

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案

件
は
、
承
認
2
件
、
予
算
2
件
。

　

当
委
員
会
は
、
6
月
13
日
、

役
場
2
階
大
会
議
室
で
、
関
係

課
長
よ
り
説
明
を
求
め
な
が
ら

議
案
審
査
を
行
っ
た
。

　

承
認
第
1
号
「
専
決
処
分
の

報
告
及
び
承
認
に
つ
い
て
」
か

ら
、
議
案
第
38
号
「
平
成
30
年

度
氷
川
町
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
1
号
）
に
つ
い

て
」
ま
で
の
す
べ
て
の
付
託
案

件
を
採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成

で
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

　

質
疑
の
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
。

米
村
議
員　

承
認
第
3
号
「
専

決
処
分
の
報
告
及
び
承
認
に
つ

い
て
」。
電
気
柵
の
補
助
は
あ

る
の
か
。

農
業
振
興
課
長　

町
の
単
独
事

業
で
3
分
の
1
以
内
で
あ
る
。

三
浦
議
員　

Ｊ
Ａ
で
有
害
鳥
獣

対
策
費
2
千
万
円
の
予
算
が
あ

る
と
聞
い
て
い
る
が
Ｊ
Ａ
が
す

る
事
業
な
の
か
。

農
業
振
興
課
長　

Ｊ
Ａ
の
事
業

要
項
で
は
、
事
業
費
は
2
千
万

円
と
し
、
対
象
は
Ｊ
Ａ
等
で
あ

る
。

米
村
議
員　

議
案
第
37
号
「
平

成
30
年
度
氷
川
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
2
号
）
に
つ
い

て
」　

民
生
費
・
災
害
救
助
費
・

工
事
請
負
費
の
木
造
仮
設
住
宅

改
修
の
内
容
に
つ
い
て
。

建
設
下
水
道
課
長　

災
害
救
助

法
に
よ
る
応
急
仮
設
住
宅
等
の

管
理
に
関
す
る
協
定
に
よ
り
町

が
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
鹿
島
6
棟
・
14
戸
、

野
津
6
棟
・
14
戸
、
島
地
4

棟
・
11
戸
、
計
39
戸
の
防
腐
・

防
蟻
処
理
と
35
戸
の
外
壁
塗
装

及
び
仮
設
住
宅
の
基
礎
廻
り
に

砂
利
敷
を
行
う
。

松
田
議
員　

被
害
が
あ
っ
た
の

か
。

建
設
下
水
道
課
長　

被
害
は
な

い
が
、
早
め
に
対
応
し
た
い
。

西
尾
議
員　

耐
震
は
ど
う
か
。

建
設
下
水
道
課
長　

耐
震
は
問

題
な
い
。

西
尾
議
員　

県
補
助
金
以
外
は

一
般
財
源
で
あ
る
が
、
起
債
は

使
え
な
い
か
。

企
画
財
政
課
長　

公
営
住
宅
整

備
事
業
債
が
あ
り
充
当
率
１
０

０
％
だ
が
、
交
付
税
措
置
は
な

い
の
で
、
一
般
財
源
を
充
当
す

る
こ
と
と
な
る
。

米
村
議
員　

塵
芥
処
理
費
・
負

担
金
補
助
及
び
交
付
金
の
増
額

理
由
は
。

町
民
環
境
課
長　

八
代
環
境
セ

ン
タ
ー
の
稼
働
に
伴
い
、
八
代

生
活
環
境
事
務
組
合
の
負
担
金

が
確
定
し
、
1
0
2,
8
9
3

千
円
の
差
額
4
0,
9
4
9
千

円
を
計
上
し
前
年
度
よ
り

3
3,
0
0
0
千
円
増
え
た
。

松
田
議
員　

農
業
費
・
農
業
振

興
費
・
負
担
金
補
助
及
び
交
付

金
の
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

補
助
金
の
内
容
は
。

農
業
振
興
課
長　

一
つ
は
イ
チ

ゴ
の
生
産
支
援
で
、
単
棟
ハ
ウ

ス
・
高
設
・
自
動
開
閉
装
置
・

暖
房
機
等
に
対
し
補
助
す
る
も

の
。
42
の
経
営
体
で
実
施
予
定

で
あ
る
。
も
う
一
件
は
、
レ
タ

ス
の
生
産
資
材
で
、
若
洲
地
区

の
8
経
営
体
が
、
保
温
・
防

霜
・
防
虫
シ
ー
ト
と
単
棟
ハ
ウ

ス
等
の
実
施
予
定
で
あ
る
。

西
尾
議
員　

事
業
主
体
は
町
な

の
か
Ｊ
Ａ
か
。

農
業
振
興
課
長　

取
組
主
体
は
、

前
回
は
農
協
や
生
産
組
合
で

あ
っ
た
。
今
回
は
そ
れ
ぞ
れ
の

経
営
体
で
あ
る
。

米
村
議
員　

竜
北
公
園
・
委
託

料
の
植
栽
等
管
理
委
託
は
何
を

委
託
す
る
の
か
。

商
工
観
光
課
長　

滑
り
台
入
口

付
近
の
せ
ん
だ
ん
の
木
と
ク
ヌ

ギ
が
茂
っ
て
い
る
た
め
、
ク

レ
ー
ン
を
使
い
枝
の
伐
採
を
委

託
す
る
。

米
村
議
員　

立
神
峡
公
園
費
・

需
用
費
の
修
繕
料
は
何
か
。

商
工
観
光
課
長　

公
園
内
に
あ

る
ふ
く
ろ
う
館
を
移
住
・
定
住

の
お
試
し
住
宅
と
し
て
改
修
す

る
も
の
で
あ
る
。

西
尾
議
員　

議
案
第
38
号
「
平

成
30
年
度
氷
川
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

に
つ
い
て
」　

包
括
的
・
継
続

的
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
支
援

事
業
費
・
報
酬
、
委
託
料
の
内

容
は
。

健
康
福
祉
課
長　

会
議
メ
ン

バ
ー
の
医
師
会
の
医
師
が
、
受

託
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
、
八

代
市
の
平
成
病
院
を
紹
介
さ
れ

病
院
か
ら
委
託
契
約
を
し
て
ほ

し
い
と
の
回
答
が
あ
り
、
医
師

分
と
看
護
師
を
あ
わ
せ
て
、
認

知
症
総
合
支
援
事
業
と
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

町
議
会
産
業
建
設
厚
生
常
任
委
員
会
5
名
は
、
7
月

17
日
か
ら
石
川
県
津
幡
町
議
会
を
訪
ね
、
定
住
促
進
支

援
事
業
と
企
業
誘
致
対
策
に
つ
い
て
研
修
を
行
っ
た
。

平
成
17
年
ま
で
の
町
の
人
口
は
徐
々
に
増
加
し
、
以
降

は
約
3
万
7
千
人
を
保
っ
て
い
る
。

　

担
当
課
か
ら
住
宅
取
得
等
奨
励
金
や
空
き
家
バ
ン
ク

利
用
奨
励
金
、
農
村
定
住
奨
励
金
、
新
規
雇
用
促
進
奨

励
金
な
ど
の
制
度
説
明
と
利
用
状
況
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

ま
た
当
町
は
、
結
婚
相
談
事
業
や
婚
活
支
援
事
業
に
も

取
り
組
み
、
結
婚
祝
い
金
（
一
律
3
万
円
の
商
品
券
）

を
支
給
し
て
い
る
。

　

企
業
誘
致
で
は
、
こ
れ
ま
で
5
か
所
の
工
業
団
地
を

造
成
、
35
の
企
業
を
誘
致
し
て
い
る
。
現
在
で
は
、

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
方
式
に
よ
る
企
業
誘
致
を
行
っ
て
い

る
が
、
企
業
に
対
し
て
柔
軟
に
対
応
。
す
で
に
2
件
の

実
績
を
上
げ
て

い
る
。
国
道
8

号
線
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
良
好
で

あ
る
利
点
も
あ

る
が
、
企
業
に

対
し
、
商
工
業

振
興
促
進
助
成

金
や
雇
用
に
対

す
る
奨
励
金
の

交
付
も
行
っ
て

い
る
。 産

業
建
設
厚
生
常
任
委

員
会
視
察
報
告

　

7
月
24
日
（
火
）
～
26
日
（
木
）
ま
で
の
期

間
に
行
わ
れ
た
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
議
員

（
構
成
は
八
代
市
議
会
議
員
8
名
と
氷
川
町
議

会
議
員
は
松
田
副
議
長
と
西
尾
議
員
の
2
名
）

の
行
政
視
察
に
参
加
し
た
。

　

視
察
先
は
、
1
日
目
が
滋
賀
県
大
津
消
防
署
。

特
に
近
代
化
が
著
し
い
施
設
・
車
両
等
の
現
状
、

災
害
時
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ン
タ
ク
ト
の
運
用
、
自

主
防
災
組
織
ご
と
に
配
置
さ
れ
た
防
災
士
が
毎

年
増
え
続
け
て
現
在
は
6
4
4
人
が
活
動
し
て

い
る
こ
と
（
資
格
取
得
後
に
市
が
任
命
）。
ま

た
消
防
団
地
域
防
災
指
導
員
の
活
動
な
ど
が
報

告
さ
れ
た
。
氷
川
町
で
は
地
域
防
災
計
画
が
各

地
区
で
策
定
さ
れ
た
が
、
こ
う
し
た
防
災
リ
ー

ダ
ー
養
成
の
必
要
性
を
感
じ
た
。

　

ま
た
、
大
津
市
消
防
局
で
は
、
3
代
目
と
な

る
消
防
艇
「
お
お
つ
」
を
水
上
出
張
所
に
配
備
。

救
護
室
を
備
え
て
の
救
命
処
置
や
大
規
模
災
害

時
に
想
定
さ
れ
る
物
資
輸
送
の
た
め
1
ト
ン
ク

レ
ー
ン
も
装
備
し
て
い
る
。
女
性
職
員
の
活
躍

推
進
に
向
け
た
体
制
の
整
備
も
急
が
れ
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

2
日
目
は
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
を
研
修
。

当
地
は
奈
良
県
内
で
奈
良
市
と
生
駒
市
以
外
の

37
の
広
域
行
政
事
務
組
合
が
合
併
。
平
成
28
年

4
月
か
ら
奈
良
県
内
の
90
％
以
上
を
占
め
る
エ

リ
ア
の
火
災
と
救
急
出
動
、
救
助
出
動
を
行
っ

て
い
る
。
広
域
化
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

を
活
か
し
、
消
防
体
制
の
基
盤
の
強
化
及
び
人

員
配
備
の
効
率
化
と
充
実
を
図
っ
て
い
る
。
平

成
28
年
4
月
に
は
高
機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム

と
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
シ
ス
テ
ム
が
運
用

開
始
。
広
域
化
に
よ
り
現
場
到
着
時
間
の
短
縮

や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
1
1
9
番
F
A
X

受
診
装
置
、
N
E
T
1
1
9
F
A
X
通
信
装
置
、

通
訳
コ
ン
シ
ェ
ル
1
1
9
も
機
能
し
て
い
る
。

　

最
終
日
は
、
神
戸
市
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災

記
念
館
「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」
を
研
修

し
た
。
震
災
体
験
フ
ロ
ア
や
震
災
の
記
録
フ
ロ

ア
の
外
、
防
災
と
減
災
に
つ
い
て
学
ぶ
フ
ロ
ア

が
あ
っ
た
が
、
色
々
な
知
恵
や
知
識
を
わ
か
り

や
す
く
説
明
。
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
、
地

域
づ
く
り
の
た
め
に
、
私
た
ち
自
身
の
日
頃
か

ら
の
準
備
に
役
立
つ
取
組
み
等
の
説
明
が
な
さ

れ
て
い
た
。

八
代
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

行
政
視
察
報
告

八
代
広
域
行
政
事
務
組
合
議
員　

西
尾　

正
剛

　7月13日に氷川町議会が主催し意見交換会を行った。
　意見交換会には、熊本県議会の坂田孝志議長、小早川宗弘議員、高野洋介議員、磯田毅議員全員に出席い
ただいた。
　県議会議員には、氷川町の課題である県道氷川八代線道路改良事業（大野工区）ほか氷川河川改修事業
（川上工区）等、9本の事業事項を各担当課長が説明。熊本県へその実現化に向け要望を行った。

県議会議員との意見交換会を開催

委
員
長　

片
山　

裕
治



　議会の様子
を正確に伝え、
わかりやすい
紙面作りを念
頭に作業を進

めてきましたが限られたスペースの中で
頭をひねりながらの作業となりました。
　国会では公文書の管理等で白熱した論
戦が展開されましたが、議会便りも、後
年、氷川町政の歩みを知ることができる
貴重な資料の一つになるのではないかと
思っています。
　読んだらすぐ捨てる、というのではな
く出来るだけの保存をお願いしたいもの
です。� （清田一敏）
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氷川町文化協会
　　　　　加盟団体紹介

　7月5日、町長とともに議員12名は農林水産
省への政府要望を行った。大臣室にて齋藤健大
臣に対し、農業農村整備事業の推進に関する要
望書を提出。
　要望概要は次の通りである。

湛水防除事業の推進

　網道地区にある排水機場は設置後30年以上を経過し老朽化が著し
い。また湛水被害も頻繁に発生している。平成27年度から県営竜北
地区湛水事業が実施されているが早期完了のための当初予算の確保。

和鹿島海岸堤防の強化

　氷川町は日奈久断層帯を抱えているため海岸堤防の耐震強化は喫緊
の課題である。地域の安全安心のために海岸堤防の早急な耐震化整備
の予算の確保。

表紙の
ひとこと編集後記

　伝承館「火の邑」は、宮原振興局の向い側にあります。
　平成11年に自治宝くじ助成金で伝承館に電気窯を購入し
て頂き、私たちの陶芸活動は本格的になりました。それか
らの20年、多くの方に陶芸体験をしてもらい、和気あいあ
いと楽しく活動してきました。
　毎年３月３日、４日の初市には「陶のおひな様展」を開催、多くのお客様が各地から足を運んで下さいま
す。地蔵祭りにも、食器や人形などを出展しています。
　この陶芸クラブは、各自で制作した作品数を計算して焼成費を出し合い自主運営しています。これまで自

由に焼成を続けていましたが、本焼きも350回となり、最
近は窯の中の熱線が切れたり温度が上がらなかったりと
トラブルが多くなっています。
　作業しやすい施設で、自由な陶芸活動が長い間続けら
れたことに感謝していますが、部員も年を重ね今後の活
動に不安を感じています。子どもたちに陶芸体験の喜び
を伝え、若い指導者に陶芸や窯の操作を教えて、この伝
承館が地域の活動の場として生かされ続けることを切に
願っています。陶芸に興味のある方、是非、伝承館をの
ぞいてみて下さい。

次号は平成30年 11月発行予定

伝承館陶芸

スポット

伝承館　陶芸クラブ　代表　加納　雅子


